教育目的

学習を豊かにする情報通信ネットワークの活用法

自分たちでテーマを決める　→発信（発表）する　→評価（反応）が返る→意欲付け　

　　　　　　　　　　　　　→テーマを決める・・・　という連関で学習を進めること


教育目標

相手に情報を映像や音声ですぐに伝えられる。
他地域の子供達とリアルタイムに交流をする。
子供達の視野を広げる。
今までとは違った形の発表の場を築く。
資料や手紙などでは得られない授業。（生の反応、応答など）
様々な情報を音や映像で感じること。


概念を教えるのではなく、実際にコンピューター動かして実技を覚える。

基本操作

· コンピューターの使い方。

· キーボードの説明

· Windowsの使い方

（インターネットの利用）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· ペイント

· グラフ作成

· タッチタイピング

· 文書作成


　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　学んだ事を活用して、実際に作品を作る

名刺を作る

海外の中学生とインターネットを利用して交流をする


反省

一貫した情報教育を終えて学んだ事や、感じた事をお互い話し合う。

これを活かして，今後はどのような事をしてみたいのか考えてみる。







